
令和６年度白井市市民団体活動支援補助金採択団体 中間ヒアリング結果 

 桜の会（活動促進型） 白井市文化センターを未来につなぐ会

（活動促進型） 

清水口つながり協力委員会（活動促進

型） 

グリーンレンジャー（活動発展型） 

団体

概要 

【事業名】白井第二小学校区 

交流福祉事業 

【事業目的】子ども達が主体

的に地域活動に取り組む場

を設けることにより、そのサ

ポート役の子育て世代と共

に多世代で地域活動へ参加

する場を作る。 

【概要】子ども達が主役の地

域活動。次世代の担い手育成

を目的とする団体 

【採択額】７万円 

【事業名】「謎解き☆捕らわれた調査員

を救え！」 

【事業目的】・文化センターへの市民の

認知度を高める 

・郷土資料館への関心や教養を高める 

・文化センターの施設 30 周年記念の周

知をする 

・文化センターの改修について市民の関

心を高める 

【概要】QRコードを読み取り謎解き専用

の LINE を使って、文化センターをめぐ

りながら謎解きを行う。 

【採択額】２.４万円 

【事業名】清水口つながり事業 

【事業目的】懸念される自治会活動減

少に対し、地域や世代の交流を促進し、

その交流から地域の活性化、自治会を

超えた防犯や防災について、協力する

ことを目的とする。 

【概要】自治会内外で希薄となってい

る住民のつながりを、夏祭り等で親睦

を図ることで、より広く、より強くつ

ながり清水口小学校区エリアの防犯・

防災活動に役立てる。 

【採択額】７万円 

【事業名】南山公園の葛等除去事業 

【事業目的】公的管理が及ばない範囲の

葛・雑木・笹竹等を、県・市と連携を取り

ながら当団体が補完的に除却すること

で、景観や水辺への眺望の回復・維持・向

上を図り、あわせて通学路の見通しを確

保する。 

【概要】南山公園・法目川防災調節池に繁

茂する葛、雑木、笹竹等を伐採、除却し、

景観の回復、維持、向上を図る。 

【採択額】１９.２万円 

補助

事業

の進

捗状

況 

（１）進められている部分に

ついて 

・白井第二小学校夏祭りの会

場準備と出店は計画通りお

こなえた。 

・サルトリイバラの収穫と保

存 

（２）進められていない部分

について、その原因 

・活動記事の掲載は作成中 

・行事開催のチラシと親子ク

ッキングについては準備中 

（１）進められている部分について 

7月 2日～8月 31日 予定通り開催、終

了しています。 

（２）進められていない部分について、

その原因 

事業は終了しました。 

（３）下半期の活動計画について 

特になし 

（１）進められている部分について 

清水口夏まつり事業において、設営、

出店関連、ステージ運営ともに、問題

なく事業推進されました。設営におい

ては、これまでは多くの労力のかかる

設備になっていましたが、本委員会で

の設備変更案の策定、およびその実行

により、今後は労力と設備時間の減少

に成功し、今後の夏まつり実行の継続

性が高まりました。出店関連において

は、本委員会のネットワークを活用し、

関係各所に声がけすることにより、こ

（１）進められている部分について 

１）調節池法面の除草・笹竹伐採は、毎週

木曜日に 2時間実施してきた。 

２）6月に白井市沿道みどりの推進事業補

助金で花苗（マリーゴールド）を購入し、

植付けた。 

（２）進められていない部分について、そ

の原因 

１）笹竹の繁茂面積が広いので予定の半

分程度しか伐採していない。 

２）これに伴い、北西法面の雑木の伐採を

行っていない。 
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（３）下半期の活動計画につ

いて 

・事業が下半期に集中してい

るので、予定通りおこなう 

れまで参加のない地域団体や地域飲食

店の出店があり、夏まつりを盛り上げ

るものとなりました。ステージ運営に

おいては、これまでにない参加公募を

募集し、３団体もの地域団体の参加に

より、これも夏まつりを盛り上げるも

のとなりました。 

本補助金を活用した照明設備のレンタ

ルですが、これまで暗所だった場所に

適切な照明設備を設置することで、こ

れまでにない明るさを得ることができ

ました。そのことによって、多くの住

民がそれぞれ危険なく安心して参加す

ることができた要因になったと考えま

す。 

本年の夏まつりの活動において、活動

を通じた親睦により、新たな協力委員

候補が生じ、本委員会の活動をより活

性化するものと考えます。 

防災活動事業においては、夏まつり終

了後の本委員会での今後の夏祭り検討

会と合わせて、事業活動について検討

しており、防災についての学習、各自

治会での防災活動の情報収集、地域で

の防災訓練の検討などが話し合われて

います。 

防災についての学習においては、主要

メンバーで、１１月に防災体験学習施

（３）下半期の活動計画について 

１）上半期と同様に除草・笹竹伐採作業を

行う。 

２）12月に白井市沿道みどりの推進事業

補助金で花苗（パンジー）を購入し、植付

ける。 



設である「そなエリア東京」への視察

を計画しています。 

また、地域での防災訓練においては、

１２月に自治連合会が主催する防災講

習会への参加を決定しています。 

（２）進められていない部分について、

その原因 

防災活動事業において、各自治会での

防災活動の情報収集ができていませ

ん。その原因として、夏まつり終了後、

まずは夏まつりについての検証会を行

っていること、各自治会での情報収集

においては、担当者を決めることが必

要となりますが、多くの関係者を候補

とすることになり、その時間を要して

いることとなります。また、今後展開

されるまちづくり協議会と歩調を合わ

せるべきではないかという意見もあ

り、そちらと合わせて考えようという

ことにもなっています。 

（３）下半期の活動計画について 

清水口夏まつり事業においては、本年

の振り返りから来期への事業計画の立

案がその活動となります。 

清水口夏まつりの主体は、今後のまち

づくり協議会設立を念頭に置いた事業

計画を立案することになります。 

しかしながら、清水口夏まつりの主催



は、各自治会で構成される清水口夏ま

つり実行委員会であり、そちらといか

に連携するかがポイントとなります。 

防災活動事業においては、前述のとお

り、「そなエリア東京」への視察および

自治連合会主催の防災講習会への参加

を予定しています。そのうえで、各自

治会の防災活動について情報収集し、

本委員会としての地域での防災活動に

ついての意見書を作成する予定です。 

補助

金の

活用

状況 

（１）活用できている部分に

ついて 

夏祭り出店の際の材料費な

どに活用しています。 

（２）活用できていない部分

について、その原因 

現時点で備品の購入はして

いませんが、予定通りすすめ

ていきます。 

（３）下半期の補助金活用に

ついて 

備品の購入や消耗品等、予定

通り活用していきたいです。 

（１）活用できている部分について 

謎解きデータ料、チラシ代、会議の場所

代などに充てました。 

（２）活用できていない部分について、

その原因 

特になし 

（３）下半期の補助金活用について 

特になし 

（１）活用できている部分について 

清水口夏まつりを活用した防災活動で

の照明レンタルですが、２種類の照明

機器をレンタルしました。 

広範囲の場所を照らすことのできるバ

ルーン照明は、多くの人が一定の場所

に集まることができるものとして、ピ

ンポイントの場所を照らすことのでき

る LED 照明においては、人通りなどの

動線の安全性を確保できるものとして

その効果を実証することができまし

た。 

（２）活用できていない部分について、

その原因 

活用できていない部分においては、下

半期の活動になりますので、特にあり

ません。 

（３）下半期の補助金活用について 

（１）活用できている部分について 

作業ベスト、物置倉庫、刈払い機を購入し

た。これによって活動の周知、物品収納の

改善、作業効率の向上ができた。 

（２）活用できていない部分について、そ

の原因 

猛暑期は作業を中断していたこと、物置

倉庫（中国製）の内装作業に手間取ったた

め、現時点では一部の備品、消耗品はまだ

購入していない。 

（３）下半期の補助金活用について 

予定通り備品、消耗品を購入して作業の

効率化を図りたい。 



下半期においては、特に防災活動にお

ける補助金活用になります。 

現在、防災施設の見学や防災活動資料

の検討に入っていますので、実効性の

ある補助金活用を行う予定です。 

審査

コメ

ント 

・PTA がベースとなった市民

団体の立ち上げは、どの地域

でも可能性があり、先駆的な

取り組みとして評価します。 

・イベントの成功を重ね、活

動に賛同する人を地道に増

やして、地域の活性化につな

げてください。 

・新たな市民団体の形成とい

うことで注目されると思い

ます。ぜひ地域に根ざしたチ

ャレンジを展開していただ

ければと思います。 

・来館者が普段訪れることが少ない場所

へ、LINEを活用して誘導する企画は良い

アイデアだと思います。 

・社会教育施設の魅力を市民に発信する

取り組みでもあり、市内他団体との連携

など広がりに期待します。 

・アプリ等が使えない方への配慮や他イ

ベント等への参加など通しての団体の

発展にも期待します。 

・地域の力が結集した良い取り組みだ

と思います。 

・団体・活動に新しく参加する方への

心遣いもあり、更につながりが広がっ

ていくイメージも持てました。 

・社会的必要性が高い取り組みでもあ

るので、初年度の活動を基盤として、

今後、良質の防災教育プログラムへと

展開させることも期待します。 

・前回申請の指摘事項を反映し、誠実に

環境保全活動に取り組んでいることを評

価します。 

・安全面に配慮しつつ、保全フィールド

を活用した事業の展開に期待します。 

・他団体や他世代といった多様な主体と

連携・協働し、事業の継続と今後の拡大に

も期待します。 

対応 小学校夏祭り開催にむけ、多

くの PTAの方、卒業生保護者

の方がボランティアとして

参加してくれました。地域の

行事をどうやって継続して

いくかを話し合い、地域と学

校と保護者の繋がりを広め

協力していけるよう活動し

ていこうと思います。 

第二小学校区みどりの里づ

・アンケートより、謎解きだけではなく

文化センターや白井の歴史にも触れら

れてよかったというコメントをいただ

きました。 

・ほか市民団体と協力することで、当会

だけでは出来ない充実した事業展開と

なったと思います。 

・イベントに人や時間を割くことができ

ないため無人型にしアプリが使える人

限定となってしまいましたが、運営側の

本年の夏祭りは、これまでの６自治会

だけではなく、１３自治会による清水

口夏まつりの開催となりました。 

本委員会は１３自治会による実行委員

会から業務委託を受けて活動します

が、これまでにない業務も多く、例年

にない回数の打ち合わせを重ね、今ま

であまり親しくない方ともより関係性

が強化されました。 

また、６自治会から１３自治会になっ

１）安全への配慮から、当補助金により作

業ベストを購入したほか、千葉県印旛土

木事務所から、安全インソールなどの消

耗品の支給を受けた。 

２）南山小学校区まちづくり協議会の「ま

ちづくり計画（案）」作成時に他の地域団

体や学校等との協働事業（例えば、南山公

園内の桜植樹、旧水生園への花植え）を提

案した。なお当団体の事務局長は南山小

学校区まちづくり協議会設立準備会会長



くり協議会や福祉センター

福祉作業所みのりのイベン

トのお手伝いを通し、地域の

方との交流を深め、地域へ貢

献していきたいと思ってい

ます。 

負担は少なく長期間設置できたことの

メリットは大きかったと思います。夏休

み期間というのも良かったようです。 

次回機会があれば、紙面でも参加できる

方法も考えてみたいと思います。 

たこともあり、新たに参加された方も

多く、今後、本委員会への参加が見込

まれる方も多く、よりつながりや広が

りを感じられるものとなりました。 

今後は、まちづくり協議会の進展と合

わせた地域の親睦や防災活動への貢献

を考えております。 

であることもあり、引き続き十分な連携

をとって実現を図りたい。 

団体

活動

の活

性

化・

自立

の課

題 

初年度は当団体の基盤づく

りに重点をおき活動してい

たので新規会員の加入（申込

等）は下半期以降を考えてい

ました。しかし、行事開催時

の準備等で人手不足になっ

た時は、会員以外の方が協力

してくれていたのが現状で、

今後は率先して新規の会員

の加入をしていきたいと思

います。 

夏祭りの開催で中学生ボラ

ンティアの募集を検討した

が、会場準備に人手が必要

で、うまく纏めることができ

ませんでした。次年度はこの

課題をクリアし、中学生ボラ

ンティアが参加できる仕組

みをつくろうと考えていま

す。 

自立については団体設立初

当会は改修について市民の関心を高め

ること、文化センターでのイベントを企

画して普段利用しない人にも足を運ん

でもらうことを活動の柱としています。

現在約１５名ほどの会員で活動をして

いますが、能動的に活動に参加できるメ

ンバーが少ないことが課題です。また文

化センターをアピールしたくても、飲食

店もバスもない。文化センターに自主事

業で子供向けのコンサートをしてほし

いとチラシを持って伝えても職員には

スルーされるなどの課題があります。 

文化会館の大ホールの音響の評価は高

く、それを活かした街づくりをしてほし

いと切に願っています。人の流れ、物の

流れ、そういった良い循環を生むことが

できるかどうかは、市民と協力した改修

ができるかどうか、市民目線での街づく

りができるかどうかというのが大きな

鍵になると思います。ただ人口を増やす

税収を増やす、無駄は切り捨てるという

活性化については、やはり、地域の高

齢化や人口減少などにより、本委員会

の活動を支える人について課題があり

ます。 

幸いにも、清水口夏まつりでは、子供

太鼓の演奏参加者がその活動を支えて

おり、将来的な清水口夏まつりを実行

するメンバーとして見込まれます。 

そのことから、来年以降の夏まつりで

は、世代のつながりを考えた運営方法

について立案する予定です。 

防災活動においては、各自治会での防

災活動に関する情報の格差が見られ、

自助については各自治会で考えられま

すが、自治会を超えた共助については、

防災会を立ち上げていない自治会への

貢献を含めて、より具体的に考えなけ

ればならないと感じます。 

現在の隊員数は 13人であるが、高齢者ば

かりなので常時活動できるメンバーは 5

～8人程度である。隊員数の増加に向けて

現地に隊員募集のポスターを掲示してい

る。 

なお、当団体の活動は収益を生む事業で

はないので資金面での自立化は難しい。

伐採した竹で竹灯籠を制作・販売したり、

作り方教室を開催するなどの収益事業も

考えられるが、現時点では実現化の目途

は経っていない。むしろ竹を伐採して搬

出すると事業用ごみとして回収費用を当

団体が負担することになるので、伐採が

思うようにできないのが現状である。 

当面は、機材・消耗品の充実・補填のため

には、千葉県アダプトプログラム、民間の

助成制度を活用したい。 



年度であること、また下半期

に行事が集中しているため、

今後検討していきたいと思

います。 

数字だけを見た街づくりがよい循環を

もたらすのでしょうか。街づくりに必要

なトータルコーディネートはできてい

るのでしょうか。 

改修の結果、すべての施設の機能が縮小

されたとしても、それが市民が使いやす

い形であったり、プログラムの充実で挽

回できるのであればよいと考えていま

す。どれだけの市民を巻き込めるか、と

いうのを今最大の課題として取り組ん

でいます。 

情報発信は、X (旧 Twitter)、しろいま

っち、チラシで行っています。また、月

１回の「にししろい軒先市」出店にて、

活動費を集めたりチラシを配ったりし

ています。 

来年

度の

展望 

下半期におこなう行事の結

果をもとに、地域の方がより

参加しやすくする方法を考

え、次年度からは子ども達が

主体となった活動を増やし

て多世代で交流できるよう

に努めていきたいです。 

2025 年 2 月 8 日にバンデューラ奏者の

カテリーナさんをゲストに迎えた「平和

と祈りのコンサート」を白井市文化団体

協議会主催、当会は共催として開催しま

す。また９月中頃より、署名活動も始め

ました。市民アンケートを予定している

と市は話していますが、市外からの関心

も熱く署名などがあれば参加したいと

いう声を聞いていたこと、市民アンケー

トへの参加率を上げたいということが

理由です。 

工事着工まで約 2年あると考え、クラシ

次年度においては、本年同様に、清水

口夏まつり事業及び防災事業を継続し

た活動とします。 

夏まつりでの地域での親睦を活性化

し、そのネットワークを地域の防災活

動に活用するという考えは変わりませ

ん。 

まちづくり協議会設立準備会が設置さ

れると聞いていますが、その中で、本

委員会がどのような立ち位置になるか

を検討しながら、具体的な活動を立案

したいと思います。 

2020 年 12 月に設立以来 3 年を経過し 4

年目を迎えている。これまでは除草作業

が中心となっていたが、次年度以降は次

の展開を図りたい。 

１）除草・笹竹伐採作業を継続する。 

２）伐採笹竹チップ化の検討を継続する。

（課題：粉砕機の購入、騒音対策） 

３）花苗植えを継続する。また花木の植栽

（桜、藤）についても検討する。 

４）「南山小学校区まちづくり協議会」で

学校や他団体との協働作業を検討し、実

現を図る。 



ックフェス、0 歳からのコンサート、子

育てフェスの開催などを目標にしてい

きたいと思っています。 

５）機材・消耗品の充実・補給のため、千

葉県アダプトプログラム、民間の助成制

度を活用する。 

また GR の活動を通じて次の必要性を痛

感している。 

１）公園管理（特に枯れ木）に関して県市

の連携 

２）464沿道桜並木の保全のための関係者

（鉄道事業者、道路管理者、地元市）の連

携 

ついては、これに関して、白井市の職員と

今日ご出席の方々のお知恵を拝借した

い。また機会があれば関係者への周知・要

望・協議を願いたい。当団体としてもでき

るだけの協力をするつもりである。 

 


